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 研究目的  ICTの急速な進化に代表されるスマートフォン、タブレ

ット端末などの普及は、私たちのライフスタイル、ワークスタイルの

幅広い場面において変化をもたらしており、日本においても急速に

浸透している。このような現代社会では職場や教育の場に Wi-Fiが

あるということが当たりまえのようになり、Wi-Fi の使用感が仕事や

学習の効率を左右するようになってきている。そこで Wi-Fi の電波

強度を上げるにはどのようにしたらよいかを考えた。 

 研究課題  学校の生徒が今よりも快適に Wi-Fi を使えるようにす

るために、 Wi-Fi のルーターに何らかの工夫をし、電波強度を上げ

る努力をする。そこで分かった電波強度の上げ方についてより繋が

りやすくなるよう考察をする。 

 解決方法   

①Wi-Fi の電波の放射方向を修正する仕組みを調べ実験する。 

②Wi-Fi の電波強度を増減する方法を調べ実験する。 

 研究１ 実情の把握／通信速度を計測   

教室側面中央に設置された Wi-Fi ルータから、教室内 

に届く電波の分布を、スマホアプリの通信速度計測機 

能を用いて計測し、下図の分布を得た。距離減衰とマルチパス干

渉が作用していると判断した。 
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 研究 2 指向性制御の基礎実験   

教室の遠端での通信速度を高めるため、 

Wi-Fi ルータから不要な方向（背後や左 

右）の電波をアルミ箔で反射させる実験 

を行った。 

しかし顕著な差は得られなかった。 

この方法では、指向性が固定化し、通 

信速度が低下する位置に座席を持つ 

生徒を救うことができない。 

 研究 3 アクティブ指向性制御の基礎実験   

電波は波長の 1/2 の導体が伝搬路中に存在すると共振が生じ、

終端抵抗があれば熱に変わり消耗する。この原理を用いて、半波

長ダイポールアンテナと全波長アンテナに切り替わる装置を Wi-Fi

ルータの周囲に配置し、ダイオードで制御する。 

 

例えば教室の前半と後半の

伝搬状態に差を付けて、ネッ

トワークを利用する領域を制

御する。これにより伝搬良好

となる領域では通信容量の

優先利用が可能となる。 

さらにダイオードのバイアス

を調整することで、左右のア

レイの合成波を生成すること

も可能である。 

結論・まとめ   

今回の実験で Wi-Fi の電波強度を調整する方法を 2 種類検討し

た。限られた通信情報量を有効に生かす上では、右上に見られる

校内全体での協調利用が不可欠である。アクティブアンテナのさら

にレベルの高い制御も試みたい。また上記以外にもルーターの移

動や中継器の設置などをしていきたい。なお本研究は文部科学省

認定 Super Science Highschool認定カリキュラムとして行われた。

指導いただいた横須賀テレコムリサーチパークに感謝いたします。 
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